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慧呼吸器科
○呼吸器科の現状
　　当院の呼吸器科は道内でも屈指の高度な専門医療施設として高い評価を受けてきたが、2004年3月、肺癌患
　者さんの増加に伴い、呼吸器内科の肺癌部門と呼吸器外科が札幌南三条病院へ移転した。新たな札幌南一条病
　院の呼吸器科では、肺癌以外の呼吸器疾患全般を担うこととなった。とくに気管支喘息、肺気腫などの慢性呼
　吸器疾患に重点をおいた診療を行なっているが、療養病棟の併設に伴い、長期入院の必要な患者への対応に対
　しても幅が広がっている。さらに院内にとどまらず在宅医療（在宅酸素療法、在宅人工呼吸療法など）へも展
　開している。
　　スタッフは本年4月より田垣、原田、大久保の3名の医師で診療にあたっている。当院の呼吸器科の大きな
　特長として、いち早く呼吸リハビリを取り入れた点にある（平成10年10月より）。慢性呼吸器疾患の重点化に
　伴い、肺癌患者の増加で一時休眠状態になっていた、医師、看護師、理学療法士による合同リハビリカンファ
　レンスを復活させた。
　　平成2003年3月よりは、当院でもMD（マルチディテクタ）CTを導入しており、検査時間が著しく短縮し、
　外来での即日検査が可能となり、診断精度の向上とともに迅速性な対応が可能となっている。尚、MDCTに
　よる肺ドックは健診部門の移転に伴い、札幌南三条病院にて実施している。
　　また新幹線の居眠り運転を契機に本邦でも注目されるよになった睡眠時無呼吸症候群（SAS）についても、
　既に2002年より検査および治療体制を整えている。SASは単に日中の眠気といった問題のみならず、肥満・
　高血圧・糖尿病などの生活習慣病や動脈硬化・脳梗塞との関連性も指摘されており、当院循環器科と共同で臨
　床的検討を進めている。
○呼吸器科の今後の展望と予定
　1．慢性呼吸器疾患診療の定着と充実および院外への周知
　2．喘息・慢性閉塞性肺疾患の患者教室の定期的開催
　3．療養病棟を活用した慢性呼吸器疾患患者の入院対応の推進
○呼吸器科週間スケジュール
　火　17：30～　新患カンファレンス（医師、看護師、理学療法士）
　水13：15～リハビリカンファレンス（医師、看護師、理学療法士）
　木　17：30～　呼吸器画像カンファレンス（放射線部と合同）
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自己紹介
　略　　歴：1979年札幌医科大学卒業、同年4月同大第三内科へ入局。
　　　　　　国立療養所道北病院（1986年）、国立療養所帯広病院（1987年）、札幌鉄道病院（1990年）を経て、
　　　　　　1991年4月より南一条病院勤務。1993年呼吸器科主任医長、2002年副院長拝命される。
専　　門：呼吸器全般
主な関心領域：呼吸不全、在宅酸素療法、NPPV療法、呼吸器感染症
　　　　　　　国立療養所道北病院勤務時（当時道内における在宅酸素療法の臨床のメッカであった）に慢性
　　　　　　　呼吸不全診療に興味を持つようになり、以来現在に至までライフワーク的領域となる。
　　　　　　　また国立療養所帯広病院勤務時に多数例のクラミジア肺炎（当時はまだ新種のクラミジア・ニュー
　　　　　　　モイアエの命名がなかった）に遭遇し、呼吸器感染症に関心をもつようになる。
所属学会：日本内科学会（認定医）、日本呼吸器学会（指導医）、
　　　　　器管理学会、日本肺癌学会
日本呼吸器内視鏡学会（指導医）、日本呼吸
地域活動：北海道呼吸不全研究会幹事、札幌マクロライド研究会幹事
今後の課題：新生した札幌南一条病院に慢性呼吸器疾患診療を定着させること。
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原田　尚雄（はらだ　ひさお）
　H16．4月から当院呼吸器科勤務しています。専門は呼吸器内科一般です。現在、喘息・慢性閉塞性肺疾患が
主ですが、喫煙の影響が大きいことから、今後、禁煙指導についても実施していきたいと思います。
　また、慢性閉塞性肺疾患の就眠中の酸素濃度モニターによるきめ細かい酸素療法をめざしたいと思います。
参加学会：第14回日本呼吸管理学会（平成16年8月6日、7日）
勤務病院：札幌医大第3内科、市立函館病院、国立療養所帯広病院、札幌鉄道病院、札幌厚生病院、士幌町立
　　　　　国保病院、国立療養所美幌病院
一6一
大久保敏彦（おおくぼ　としひご）
　1994年3月　　　札幌医科大学医学部卒業
　　　　4月　　　札幌医科大学医学部第三内科入局
　1995年～2001年　南一条病院、札幌鉄道病院、士幌町立病院、函館五稜郭病院
　　　　　　　　　国立療養所帯広病院、道立苫小牧病院、市立室蘭総合病院　勤務
　2001年10月　　　南一条病院勤務
　2003年9月　　　南一条病院　呼吸器内科医長
呼吸器科　睡眠時無呼吸症候群（睡眠呼吸障害）担当
　当院では睡眠時無呼吸症候群（睡眠呼吸障害）の診療を平成14年10月より開始しております。
　平成16年4月には当院9階に専用の検査室が3室（全個室）準備されて本格的な診療体制となっております。
また同時期には睡眠時無呼吸症候群の専門予約外来を毎週土曜日に開設し、受診される患者様の待ち時間短縮を
計っております。
　平成16年4月初めより9月末までに施行した睡眠時無呼吸症の検査（睡眠ポリソムノグラフィー）の件数は51
件です。この内で睡眠時無呼吸症候群の診断が確定したのは40件、さらにこの内でCPAP（シーパップ）治療を
導入したものが！9件になります。
　今後も診療体制の充実を図り一人でも多くの患者様の診療にあたりたいと考えております。
日本内科学会
日本呼吸器学会
日本肺がん学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本睡眠学会
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